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友
と
の
会
合
の
場

「総
会
」

岡
窓
会
長
一戸

今
年
は
近
年
に
な
い
厳
し
い
経

済
環
境
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
会
出
の
皆
様
に
は
そ
れ
を
搬
ね

除
け
て
頑
張

っ
て
お
ら
れ
る
事
と

ご
推
察
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
度
の
総
会
も
間
近

に
追
り
ま
し
た
。
論
語
に
も

「
朋

あ
り
逮
方
よ
り
来
る
、
ま
た
楽
し

か
ら
ず
や
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
友
人
と
の
再
会
は
本
当

に
穏
ぱ
し
く
、
心

な
ご
む
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
こ

↓
〓
こ
年
髪
蕊
盤
任
の

ご
協
力
に
よ
り
母

校
で
の
総
会
碑
催

が
実
行
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ど
う
か

母
校
の
現
況
を
ご

自
分
の
眼
で
確
か

め
、
岡
窓
会
の
活

動
状
況
に
耳
を
傾

け
、
更
に
疎
速
に

な
り
が
ち
な
友
情

を
暖
め
る
為
に
も

爾

っ
て
総
会
に
ご

出
席
下
さ
い
ま
す

よ
う
ご
懇
講
申
し

全

克

（高

一
回
卒
）

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
前
号
で
も
申
し
上
げ
ま

し
た
通
り
、
高
等
学
校
制
度
が
発

足
し
て
初
め
て
の
卒
業
生
を
送
り

だ
し
て
か
ら
今
年
で
五
十
年
の
歳

月
が
流
れ
ま
し
た
。
殆
ど
の
方
は

リ
タ
イ
ア
な
き
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
て
み
ま
す
と
、

無
性
に
若
か
ヶ
じ
日
の
事
が
機
か

し
く
思
い
出
さ
れ
、
母
校
文
化
祭

の
当
日
、
母
校
に
集
合
し
よ
う
と

云
う
呼
び
掛
け
に
は
賛
意
の
声
が

多
く
、
記
念
事
業
を
含
め
て
い
よ

い
よ
実
行
に
移
る
事
が
同
期
会

（格
朋
会
）
の
役
員
会
で
決
定
数

し
ま
し
た
。
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碍
要
る
田
舎
医
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生
涯
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平
成
１０
年
３
月
卒
業

岡
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幹
事

一
覧

容
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Ｏ
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岡
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０
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９
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９
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２
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一岸
谷
洋

一
郎
　
　
高
１４
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介
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仁
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５
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６

松
本
　
敬

一　
定
１

村
田
敬
次
郎
　
中
２２

野
枝
　
直
治
　
一品
５

井
上
　
昌
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中
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内
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明
　
高
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４
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正
　
高
３

亀
日
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三
　
高
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北

　

泉

壌
原
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高
５
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井
　
鈴
木
　
　
弘
　
中
１８

児
　
　
玉
　
苦
日
　
建
治
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２

美
　
　
里
　
春
山
　
一
言
一　
高
３

神
　
　
川
　
金
井
　
久
直
　
中
２２

神
　
　
泉
　
新
井
　
一従
信
　
中
嬌

上
理
神
保
原
　
森
村
　
信
行
隠
盟

上
里
賀
美
　
小
野

英
彦
　
↓歯
１４

上
里
七
本
木
　
斎
藤
　
勝
次
簡
盟

止
里
長
幡
　
小
柳
　
幕
政
　
一角
１０

田
　
　
部
　
茂
木
　
　
肇
　
中
１４

寄
　
　
居
　
松
本
　
恭
二
一
高
２

深
　
　
谷
　
溝
水
　
　
賢
　
中
１９

熊
　
　
谷
　
西
村
　
茂
雄
　
中
１７

県
庁
県
南
　
小
池
　
　
久
　
一品
１０

伊

勢

崎

吉
浮
　
唯
志
　
一凸
Ｈ

新

　

町
　
一鳥
鴨

壼
皓
　
高
６

東

　

一泉
　
車畠
田
　
一点
郎
　
中
４

本
度
市
役
所
戸
谷
洋

一
郎
　
高
１４

エ
ー
ザ
イ
　
北
川
　
　
茂
　
高
距

沖

電

気
　
村
岡
　
徳
英
　
高
１５

児
玉
都
市
教
職
員
富
部
　
　
彰
　
高
１４

「言卜報」
中島 弘先生

先
生
は
旧
中
土
田
卒
の
大
先
輩
で
あ
る
と
同
時
に
昭
和

十
六
年

一
月
よ
り
昭
和
十
九
年
十

一
月
ま
で
母
校
に
於
て

教
鞭
を
と
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
年
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

が
、
去
る
四
月
二
十
六
日
ご
逝
去
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
某
相
を
お
祈
り
申
し
止
げ
ま
す
。

平 成 10年 度 総 会 御 案 内
時 6月 20日働 年後3時 場 所 母校 本 度高校視聴覚教室

中林清次・高山 晃 両先生
容 (1)
(2}

御招待予定恩師
午後3時 通 常総会
年後4時 記念音薬会
演奏 本 再吹奏楽部
指揮 中島 盛

(3)午 後5時 懇 親 会 (会費3,000円)

愚察整 窪議貧岳あ送畠兵安奮篤遷奮唇
駅南田)
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恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で

学
校
長
　
郷
　
原
　
康

肌
窓
会
員
の
皆
様
方
に
は
ご
健

勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
田
頃
か
ら
母
校
に
対
す
る
ご

支
援
、
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
厚

く
感
謝
中
じ
上
げ
ま
す
。

本
庄
高
校
の
生
徒
た
ち
は
、
県

内
六
番
日
の
中
学
校
と
い
う
長
い

伝
統
を
胸
に
、
激
し
く
揺
れ
動
く

社
会
の
流
れ
の
中
で
、
毎
田
の
学

校
生
活
を
、
自
ら
の
夢
の
実
現
に

向
け
て
、
若
者
ら
し
い
生
新
さ
で
、

意
気
高
く
、
し
か
も
構
力
に
満
ち

て
送
っ
て
お
り
ま
す
。
　
・

さ
て
、
本
校
に
は
こ
の
四
月
、

断
し
い
武
適
館
が
完
成
致
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
災
申
時
に
学
校
が

避
難
所
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を

果
た
す
と
い
う
阪
神
淡
路
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、
県
が
進
め

て
い
る
施
策
の

一
環
と
し
て
完
成

し
た
も
の
で
、
学
ぶ
場
と
し
て
の

機
能
と
防
災
拠
点
の
機
能
と
の
ｉ

つ
の
機
能
を
も

つ
施
設
で
す
。　
一

階
に
管
理
桜
と
柔
道
場
、
こ
態
に

剣
避
場
が
配
置
さ
れ
、
他
に
備
落

倉
庫
や
シ
ャ
ワ
ー
等
が
、
ま
た
地

下
に
は
飲
料
用
水
を
蓄
え
る
耐
震

性
貯
水
構
、
ト
イ
レ
用
水
と
し
て

雨
水
を
溜
る
貯
水
槽
、
屋
上
に
は

シ
ャ
ワ
ー
に
給
湯
す
る
た
め
の
太

陽

エ
ネ
ル
ギ
ー
集
熱
板
等
の
設
備

が
整

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は

平
素
は
学
校
の
授
業
や
部
活
動
、

さ
ら
に
は
学
年
集
会
と
い
っ
た
教

育
活
動
に
供
さ
れ
ま
す
。
同
窓
会

員
の
皆
様
方
に
も
、
母
校
に
お
出

の
折
り
に
は
、
ぜ
ひ

一
度
新
し
い

武
道
館
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と

思

っ
て
お
り
ま
す
。

私
達
は
、
こ
れ
ら
恵
ま
れ
た
環

境
の
中
で
、
生
徒
た
ち
が
ま
す
ま

す
勉
学
に
励
み
、
二

一
世
紀
と
い

う
新
し
い
世
紀
を
、
自
ら
の
力
で

困
難
に
挑
み
、
自
ら
の
力
で
切
り

拓
い
て
、
大
き
く
社
会
に
貫
献
で

き
る
人
材
と
し
て
育

つ
よ
う
、
引

き
続
き
学
校
を
上
げ
て
取
り
組
ん

で
参
る
所
存
で
す
。

岡
窓
会
員
の
皆
様
方
の
、
母
校

に
対
す
る
引
き
続
い
て
の
ご
支
援

を
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
を
祈
念
申
し
上
げ
て
、
母
校
の

近
況
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
次

第
で
す
。

野

球

部

日
も
す
っ
か
り
恐
れ
、
ナ
イ
タ
ー

照
明
の
光
が
グ
ラ
ン
ド
を
照
ら
す

中
、
マ
ウ
ン
ド
に
集
ま
っ
た
部
員

達
の
歌
声
が
響
く
。
上
謂
いの
課
』―

か
つ
て
は
数
多
の
本
高
生
が
こ
の

応
援
歌
に
胸
を
熱
く
し
た
こ
と
だ

ろ
う
。
赴
任
し
た
四
月
、
現
代
の

生
徒
達
が
誇
り
を
も
っ
て
こ
の
歌

を
歌
う
光
景
を
目
の
前
に
し
、
改

め
て
本
庄
高
校
の
伝
統
を
認
識
さ

せ
ら
れ
、
野
球
部
の
顧
間
を
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
喜
び
を
感
じ
た
。

現
在
、
本
高
野
球
部
は
部
員
三

ヤ
五
名
。
県
内
に
は
部
員
百
名
を

超
す

マ
ン
モ
ス
野
球
部
も
あ
る
よ

う
だ
が
、
部
活
離
れ
が
さ
さ
や
か

れ
る
中
、
練
習
に
大
き
な
文
陣
を

来
す
こ
と
な
ぐ
野
球
に
打
ち
込
め

て
い
る
現
状
を
前
両
ぎ
に
と
ら
え
、

部
員
達
は
日
々
頑
張

っ
て
い
る
。

今
番
の
県
予
選
で
は
、
シ
ー
ド

校
を
コ
ー
ル
ド
で
破
っ
た
も
の
の
、

代
表
決
定
戦
で
は
惜
敗
。
常
に
県

大
会
で
戦
え
る
チ
ー
ム
作
り
が
日

下
の
課
題
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

勝
利
至
上
主
義
に
陥
る
こ
と
な
く
、

野
球
に
打
ち
込
ん
だ
こ
と
が
、
生

徒

一
人

一
人
の
人
生
の
糧
と
な
る

よ
う
、
識
箕
に
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
思
う
。
同
窓
会
員
の
皆
様
に

も
温
か
く
見
守

っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
や
い
で
あ
る
。

″浅
隅
の
鯉
仰
ぎ
つ
つ

寸
暇
を
捨
し
み
技
を
練
る

ナ
イ
ン
の
胸
に
希
望
湧
く

得
意
の
ス
ピ
ー
ド
イ
ン
カ
ー
プ

練
磨
の
前
に
敵
は
な
じ

柚
、
補
、
粕
の
操

輝
く
我
等
″

（本
高
野
球
部
応
援
歌

「柚
の
擦
」
よ
り
）

（文
貨
　
岡
村
健
二
）

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

本
度
高
校
に
転
勤
し
て
工
年
目

と
な
り
、
学
校
の
雰
囲
気
に
も
償

れ
て
き
ま
し
た
。
部
減
で
は
、
実

剣
に
取
り
組
む
生
徒
、
そ
れ
を
支

え
て
下
さ
る
父
母
や
多
く
の
指
導

者
の
方
々
の
お
蔭
で
、
昨
年
１１
月

に
行
わ
れ
た
新
入
戦
、
今
年
５
月

に
行
わ
れ
た
閑
東
大
会
県
北
予
選

と
、
共
に
県
北
第
二
位
で
県
大
会

に
描
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

県
大
会
で
は
、
い
ず
れ
も
緒
戦
で

負
け
ま
し
た
が
、
次
に
期
待
で
き

る
内
容
で
し
た
。
３
年
８
名
、
２

年
７
名
、
１
年
生
１５
転
と
活
気
の

あ
る
部
活
と
な
り
ま
し
た
。
走
る

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
武
器
に
県
大
会
上

位
入
賞
を
果
た
し
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

（文
責

監
督
　
茂
木
公
雄
）

平
成
ヤ
年
度

当
初
人
事
異
動

（敬
称
略
）

【退
職
】

教
　
諭
　
青
木

彰

（金
田
制
）

教
　
諭
　
奉
山
　
血

（企
旧
制
）

教
　
論
　
一出
補
嵐
平

（金
田
制
）

業
務
立
任
　
黒
沢
き
み
子

（定
時
制
）

需

了
】

教
　
諭
　
松
岡
山
美
子

（金
１……
側
）

主
　
寧
　
小
暮
夏
代

（全
日
制
）

非
講
師
　
小
林
曲
翼
子

（企
ｔｉ
制
）

兼
務
教
輸
　
中
山
幸
男

命
継
器
∪

【転
　
曲
】

（企
口
制
）

教
　
諭
　
滝
川
義
久
　
深
谷
競
高

教
　
諭
　
松
岡
　
博
　
行
附
正
一出

教
　
輸
　
青
木
康
行
　
川
本
高

教
　
諭
　
佐
藤
文
治
　
越
生
高

事
務
室
長
　
保
永
浦
光

中
町
村
教
育
第

一
課

（定
時
制
）

教
　
顕
　
韮
塚
光
臣
　
深
谷

一
高

【転

入
】

（企
日
制
）

教
　
諭
　
牧
田
和
子
　
深
谷
商
高

教
　
諭
　
斉
藤
格
子
　
児
玉
高

教
　
諭
　
大
野
　
寛
　
川
本
一出

教
　
諭
　
岡
村
健
ｉ
　
上
尾
橘
高

教
　
諭
　
安
部
恒
夫
　
熊
谷
農
高

教
　
諭
　
小
林
清
美
　
妻
沼
高

教
　
諭
　
福
島
正
男
　
熊
谷
ｉｌｌ
高

事
務
室
長
　
松
田
勝
仲
　
川
Ｈ
五
高

（定
時
制
）

教

頭

小
峯
理
介

大
滝
グ
リ
ー

ン
ス
ク
ー
ル

業
務
主
任
　
石
川
勝
美
　
深
谷
商
高

【臨

採
】

（金
田
制
）

ｉ
　
事
　
熊
木
友
子
　
熊
谷
嵩
定

【更
　
新
】

実
習
助
手
　
渡
遇
久
枝

（企
＝
制
）

非
講
師
　
小
宮
山
綾
子

（企
出
制
）

非
講
師
　
大
場
啓
子

（定
時
側
）

【新
採
用
】

非
講
師
　
伊
藤
貴
Ｆ

（定
時
側
）

▼
平
成
九
年
度
事
業
報
告
　
　
ォ４

９
年
４
月
　
母
校
入
学
式
に
出
購

５
月
　
会
計
監
査

６
月
０
会
報
２５
号
発
行

の
通
常
総
会
開
催

７
月
　
部
活
動
の
応
援

８
月
　
８０
周
年
誌
記
事
呼
び

掛
け

９

月

１ １

月

１０
年
１
月

２

月

歴
代
会
長
の
換
参
競

中
高
速
絡
会
の
開
催

会
報
２６
培
発
行

支
部
長
会
議
及
び
新

年
会
の
開
継

３
月
働
育
業
資
金
支
総
及
び

母
被
助
成
絵
の
牌
＝

０
新
会
員
入
会
式
開
催

０
新
幹
事
委
嘱
式
開
催

的
母
校
卒
業
式
へ
出
席

※
毎
月
定
例
役
員
会
の
開
催

▼
平
成
十
年
度
事
業
計
画
慕

１０
年
４
月
　
母
校
入
学
式
に
出
材

５
月
働
会
計
監
査

０
会
報
２７
号
発
缶

６
月
　
通
常
総
会
開
催

７
月
　
部
活
動
の
応
援

８
月
　
記
念
誌
委
出
会
開
催

１０
月
　
中
高
連
絡
会
の
開
催

１１
月
　
記
念
講
演
会
の
開
催

‐２
月
　
会
報
２８
号
発
行

Ｈ
年
■
月
　
捕
英
資
金
支
給
及
び

母
校
助
成
金
の
搬
☆

２
月
　
支
部
長
会
議
及
び
新

年
会
の
開
催

３
月
船
新
会
損
人
会
式
開
催

０
新
幹
事
委
嘱
式
開
催

０
母
校
卒
業
式
へ
出
席

※
毎
月
定
例
役
員
会
の
開
催
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状

制
路
雑

畳

０

く

数
）
で
私
立
四
年
制
大
学
が
２８
人

増
の
２０７
人
、
事
修

・
専
門
学
校
２３

人
増
の
船
人
、
短
期
大
学
が
２６
人

減
の
５‐
人
で
あ
っ
た
。

大
学
別
で
は
城
西
大
学

（靖
人
）

稀
京
大
学

（
１２
人
）
明
治
大
学

（９
人
）
法
政
大
学

（
８
人
）
が

人
数
を
伸
ぱ
じ
日
本
大
学

（１２
人
）

は
昨
年
と
同
じ
、
東
洋
大
学

（
１２

人
）
が
や
や
減
り
、
大
東
文
化
大

学

（
１０
人
）
は
大
幅
に
減
少
し
た
。

国
公
立
大
学
は
８
人
で
、
昨
年

よ
り
２
人
減
少
し
た
。
こ
れ
は
現

役
が
３
人
と
２
人
滅
っ
た
の
が
影

響
じ
た
。

セ
ン
タ
ー
試
験
は
現
役
が
盟
人

受
験
し
、
自
己
採
点
に
参
加
し
た

生
徒
は
皿
人
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー

試
験
を
利
用
し
て
私
立
四
年
制
大

学
に
出
願
を
し
た
の
は
、
５０
人
弱

で
あ
る
。
合
格
先
は
東
洋
大

・
正

学
院
大

・
駿
河
台
大

・
沓
林
大
と

数
校
で
あ
る
。

一
二

一年
生
の
う

ち
に
受
験
科
目
を
決
め
、
十
分
な

対
策
を
と
っ
て
セ
ン
タ
ー
試
験
に

騒
む
必
要
が
あ
る
。

四
年
制
大
学
に
十
分
合
格
で
き

る
学
力
が
あ
る
の
に
導
修

・
導
出

学
校
を
選
択
し
た
生
徒
、
四
年
制

大
学
や
短
期
大
学
を
合
格
し
て
い

る
の
に
専
修

・
専
門
学
校
や
浪
人

を
選
択
し
た
人
が
多
数
い
た
。
学

校
の
成
績
で
進
路
を
決
め
る
の
で

は
な
く
、
自
分
の
将
来
を
し
っ
か

り
を
え
て
進
路
先
を
決
め
て
い
る
。

看
護

・
医
療
系
の
進
路
は
昨
年

間
様
に
健
闘
し
、
筑
波
大
学
医
療

技
術
短
大

・
埼
玉
県
立
衛
生
短
た

等
に
１７
人
が
進
学
を
し
た
。

私
立
限
年
前
大
学
へ
の
進
学
先

が
９７
校
で
昨
年
よ
り
も
１０
校
増
加

し
、
都
内
の
大
学
だ
け
で
な
く
、

地
方
の
大
学
も
選
択
し
て
い
る
。

ま
た
、
専
修

・
導
円
学
校
の
進
学

先
は
６０
校
で
や
や
増
加
し
て
い
る
。

全
体
的
に
生
徒
の
選
択
の
輪
が
広

が
っ
た
と
い
え
る
。

今
春
の
進
路
状
況

進
学
実
績

（実
際
に
入
学
し
た

平成10年

況

進
路
指
導
部
　
高
　
橋
　
　
　
勇

大学)

園 余 ヤ
ー
A―掌 ゑ 合格数(現 役 進学努

群馬
埼玉

東京商船

富逆|

3

1

1

1

1高崎経済
奮 替熱 寸

国公立 合 計 8 (  3

私立大学名 合格数(現 役 ) 睦学努

51杏 林
52高 千穂商科
53止 武
54成 城

う0成 換

2 (   1

2 (   1

2 (  0

2 (  0

2 (  0

56京 都橘女子
57福 井工業
58白 鴎
59青 山学院

09京 都産業 …
6よ共立女子
62近 畿
63実 践女子
61文 化女子

00蕗 農学園

１

１

１

１

１

，
１

１

１

１

１

，
１

０

０

０

〇

一
〇

〇

〇

〇

０

，
０

０

０

０

〇

一
〇

〇

１

１

１

一
１

１

１

０

０

和洋女子
共立薬科
大正

東京薬科
多摩
71早 稲脚
72千 葉工業
73平 成帝京
74関 東学院

701鉄愛  .… …
76国 際医療福祉
77目 由
78帝 京科学
79鈴 麗医療科学技術

99束 洋学園
81金 沢工業
82北 海道医療
83産 能
8、1城 西国際

0こiti梨学院 …
86東 北芸術工科
87東 京情報
88平 成国際
89札 幌学院

99袋 知穫業
91桜 美林
92大 妻女子
93育 森
94慶 応義塾

9こ軍本縄祉
96汁R「靖Tl科
07 続trど碁!111カ養革

０

０

０

０

０

，
０

０

０

０

〇

一
０

命

1 (

1 (

1 (

1 (

1 (

1 (

私 立 合 計
4 な存詩刊ィ挙言十

397 ( 217

405 ( 220

Ⅲ
207

215

私拡大学名 合格数(現 役 睦学携

1

2

3

城西

束洋

日本

大東文化
立正

26 (  10

26 (   8

20 (   5

20 (  11

1 9 (   7

6帝 京
7明 治
8法 政
9専 修

lQ駒 沢

1 6 (   7

1 3 (   2

1 2 (   3

1 2 (   3

1 1 (   3

11国 士舘
12東 海
13神 奈川

14拓 殖

と0駿 河台

1 1 (   2

9 (  5

9 (  3

8 (  5

8 (  5

16東 京国際
17明 治学院
18武 蔵
19中 央

29蒸 京家政
21日 本体育
22芝 浦工業
23獨 協
24学 習院

?0東 京工芸
26東 京農業
27文 教
28淑 徳
29工 学院
30跡 見女子

7 (

7 (

7 (

7 (

5 (

5 (

5 (

3 (

4 (
. 4 (

4 (

4 (

3 (

3 (

3 (

埼玉工業
十文字学闘
亜細亜
聖学院

関東学園

３

２

１

２

１

】
０

０

０

２

１

一
１

０

２

０

１

一
１

０

０

０

０

３

３

３

３

３

一
３

３

８

３

３

，
３

３

２

２

２

一
２

２

２

２

２

36閣 摯院
37東 邦
38 】ヒ陣鎗

39文 京女子

19疑 利工業
卓1東 京経済
`12日本工業
43女 子栄菱
―ユ生東京造形

+0瞬 黒 …
16立 教
・17明 海
`18東京理科
19東 京電機
50五 松学会
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会
費
納
入
に

っ
い
て
お
願
い

親
愛
な
る
会
長
の
皆
様
、
私
達
は
母
校

へ
の
寄
与

貢
献
と
会
員
相
互
の
親
睦
向
上
を
念
願
に
努
力
し
て

お
り
ま
す
が
基
礎
財
源
は
年
会
費

（壱
千
円
）
又
は

終
身
会
費

（壱
万
円
）
で
あ
り
ま
す
。

未
納
の
方
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。
会
費
ご
納
入
の
際
に
は
必
ず
ご
送
付
申
し
上

げ
た
振
込
用
紙
を
ご
使
用
下
さ
い
。
な
お
念
の
た
め

加
入
者
名
・
□
座
番
号
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

加
入
者
名
　
埼
玉
県
立
本
庄
高
等
学
校
同
窓
会

□
座
番
号
　
Ｏ
〇

一
三
〇
―
六
―

一
八
ｔ
〇
二
〇

本
高
同
窓
会
役
員

一
同

【中
１３
】
鈴
木
　
弘

【高
１
】
立
石
規
妊
雄

【高
３
】
茂
木
　
蛭
雄

【高
６
】
附
Ｈ
　
霊
子

害
的
蛇
】
上
山
　
悟

【高
贈
】
飯
岡
　
健
次

【高
２０
】
荻
野
　
哲
雄
　
加
藤
　
久
子

【高
２‐
】
小
湖
　
孝
捜
　
金
子
　
好
正

佐
藤
　
修

一　
並
木
　
克
広

【高
２２
】
今
泉
　
　
昇
　
大
塚
　
晴
子

金
子
　
泰
子
　
聞
村
　
薬
五

福
本
　
避
也

【高
２３
】
笛
岡
　
　
功
　
逸
見
て
る
子

弔
的
拠
】
領
阻
　
　
誠
　
福
田
　
文
明

【高
２５
】
荒
木
　
宏
治
　
金
井
　
房
之

佐
穂

！智
子

柳
原
　
房
子

！

山
轄
一
澄
子

【高
２６
】
今
井
　
正
子
　
鶴
田
　
　
掛

【高
２７
】
済
藤
い
つ
子
　
田
所
　
文
江

山
下
　
利
昭

【高
！２８
】
阿
久
沢
伸
行
　
金
井
　
捜
樹

【高
３‐
！】
学
野
千
代
子

早
野
　
公
春

機
的
　
ほ
之

【高
３２
】
伊
藤
英
樹
　
宇
田
川
其
知
子

内
山
　
打
躍

【高
拠
】
千
葉
美
子
代

【品
３５
】
竹
本
美
紀
子
　
千
村
　
恵
美

【
品
３６
】
裁
見
　
草

義

納
入
者
芳
名

緑
麟
）

Ｈ

９

●
‐２

・
‐

～

Ｈ

ｌＯ

●

３

●

３‐

【高
３７
】
小
林
　
謙

一

【高
３８
】
伊
井
　
順

↓　
姻
田
　
置
樹

【高
神
】
飯
塚
　
　
孝
　
伊
藤
　
政
彦

大
野
　
光
臣
　
佐
藤
　
朋
子

関
脱
　
聡
美
　
踏
聞
　
慧
業

【高
範
】
浅
見
　
美
恵
　
井
韓
　
芳
子

杉
山
一
　

般
　
春
山
　
賢
介

山
田
　
　
隆

【高
狙
】
朝
番
　
浩
能
　
井
北
　
幸
信

江
原

武
秀
　
北
山
　
圭
子

野
田
　
知
佐
　
能
登
既
希
子

島
山

果
之

【高
４２
】
井
上
　
康
博

【高
４３
】
浅
見
　
典
男
　
大
野
　
裕
司

潤
井
　
将
之
　
寧
野
　
　
勝

【高
４４
】
稲
出

家
訓
　
大
場
　
陽
子

河
合
　
恭
子
　
小
久
保
雅
之

【高
４５
】
中
島
　
典
子
　
山
田
八
霊
子

【高
４６
】
耀
美
　
保
洋
　
尾
畠
　
伸
子

小
林
　
出
幸
　
武
正
　
典
子

多
問
　
節
子

【高
４７
】
栗
田
　
明
洋
　
中
林
　
鮭
代

若
林
　
　
一元

【高
４８
】
大
見
　
格
子
　
上
山
　
　
誠

小
暮
東
貴
手
　
小
林
　
良
幸

設
楽
　
厚
子
　
鈴
木
　
　
敦

橋
品
　
佳
子
　
若
菜
　
典
子

掛
的
４９
】
晋
木
　
　
研
　
赤
堀
　
史
明

室 平 成 10年 3月 31日
牧 Aり 帥 `出特  円 〕

科 目 決算憲 予算額 比較増湾 備者
入会金

終身会費

年会費

寄付金

林収入

794,000

2,920,00o

149,00o

3 1 , O o o

295,900

6,747,708

秘 , 9 0 q

500,008

100,働

10,000

100,鯛

6,74ア・708

紀

2,420,Ooq

49,009

21,0紀喝

195,900

9

金田翻378名、定持科19名

本年度納入書292名

納入を149名

.寄付お 4名 .但 し1名 はlooo円の寄付

走頓け金材息196、鯛 印

その他名癖代、綻金お

合計 19,937,608 8,251,798 2 , 6 8 5 , 9賀

浅
見
ゆ
か
り

新
　
　
典
夫

新
井
　
基
広
　
石
田
美
沙
予

殺
茂
　
払
充
　
海
澤
　
和
弥

川
野
　
文
子
　
小
林
　
大
介

笹
原
　
裕
美
　
佐
藤
　
　
浮

雄
澤
　
健
上
　
土
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平成9年度収支決算書 (案)
自 平 成9年 4月 1自

収入合計10‐937,608円‐支出合計S,411,823門‐5,S25,780円である。

財産目録 (案)
平成 lo年 3月 31日

会計監査報告

騒密豊智Fの

監査を行いましたところ路横簿一切過擦なく、ェ当であることを

平成 10年 5月 27日

(単

子
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内

江
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事

事

整

監

支出の部     ~                  r臣 綸 田 ヽ
科 日 決算線 予算額 1 上し較増滅 備考
慈客買

組織編成技

83念品費

母校助成金

会横費
通信貴

交際費

中高速結会

事務雑費

育英資金支
80周年紀念

予備受

2S9,687

955,155

248,300

50,Ooo

10,700

1,764,170

判

０６７‐

判

切

鞘

距
　
般
９２５
　
５。
碗

, 3 5 0 , 0 0 2

1,20o,Ooq

258,950

50,00o

5 0 , 0 0 0

2 , 動 , o o o

200,0001

1,000,00引

逆 毬

000

9ヽ 0 , 3 1 :
…244,84S

‐9,750

9

‐39,300
-735,830

如
　
９３３
夕
‐‐０‐
ｏｌ
６５８‐

，・３３　
　
・６７　・９６　　
　
　
　
抑

1会報25号郵便料  771,610円

1会報2S号郵便料 874,230円

‐支額員会、新年aF等真む代 71,960円

終身会史鑑込字数料   30,390円

その他法料 15,初 円

描傾親祝食lo.OoO円

輸離aj無革争費等6,100円

母被と近械中学との想見交換会

封八経費25号384,603円 26号 531782日

宛名ラベ′兜 ,4孤再 残 岳置明840F3

在綬生ユ名へ寅機

あきひ銀行定鵜預金

田登7S周年配念機樹麗逮費用

含 rr

依 って次

5 , 4 1 1 , 8ぞo
'ほ取 入金 ヨ

8.251‐708 とを,862,02〔

科目

定期預金

定期預金

定韻貯金

定額貯金

定額貯金

普通預金 (あさひ銀行)
皆遠預金 くさくら銀行)
当座預金

現金

郵億局娘告日座

合計

1,0 0 0 , O o喝

10,987,368

5 , 0 6 0 , 0 0 0

4,032,00o

l , 0 0 4 , 0 0 0

322,792

92,700

25,9621

4:!鑑|

ほ昏魯

徳 晦
可

ネ 来 の合計が操態金である。
ネ     てs,s25,780用)

22,573,148


